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第 1 編第 1 章では本編で取り扱う平板と殻との接合構造株式および荷重条件を定め， 解析の方針を明ら
かにしている。第 2 章では円阪と円筒殻との単純な接合構造，第 3 章では円板と円筒殻の接合部にすみ肉
をもっ構造についてその応力の尖用計算法を数値計算例をもって示している。第 4 章では円阪と円筒殻と
の中間に円環殻部をもっ接合構造の応力について厳也:な解析法と数値計算例を示している。第 5 主主では，
上述の各種接合構造の数値計算例について応力分布の比較を行ない， 第 6 章では鋼製模型および光弾性校
型による，理論解析結果の妥当性を検討した実験結果について述べ， 抜合部構造の各種形式の比較を行な
っている口第 7 章では本編の結果を要約して述べている。




目，各部構造および特性を与えている。第 4 章では各種試験片について波れ試験の方法を示し， 第 5 主主で
は各種模型に働く荷重と応力， t.こわみとの実測結果を示し， 第 6 章では試験片素材および平面試験片の波




結論では，第 1 編および第 2 編の結果をとりまとめて述べている。
刀、と本論文はボイラ，熱交換器，圧力容器および配管系などに必然的に現われてくる平板と殻との抜合
構造の強さを厳密な理論と実験により究明したもので，その結果，従来その必要性を感じつつも余り研究
されていなかった接合部の不連続応力の解析に成功し，一方検証実験と相まって有効適切な実用計算法と
抜合部構造の設計に対する多く ω貴重な資料と指針を与えたもので，本論文;は学位論文として価値あるも
のと認める。
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